
- 1 -

こ
の
一
年
間
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

本
科
学
生
、
研
修
科
研
修
生
と
も
大
き

な
事
故
も
無
く
、
平
穏
に
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

平
成
二
十
六
年
度
卒
業
を
迎
え
る
本

科
二
年
生
は
五
十
六
名
で
す
が
、
即
就

農
予
定
者
二
十
一
名
（
内
、
雇
用
就
農

八
名
）
、
先
進
農
家
等
で
研
修
後
就
農

予
定
者
二
名
、
農
業
関
係
の
団
体
、
企

業
に
就
職
予
定
者
十
四
名
で
、
こ
れ
か

ら
の
栃
木
県
の
農
業
振
興
に
貢
献
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
（
二
月
十
二
日

現
在
）
。
本
科
一
年
生
六
十
五
名
は
、

二
月
十
日
に
退
寮
式
を
行
い
、
一
年
間

の
寮
生
活
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
校
内

で
の
農
業
実
習
、
先
進
農
家
で
の
研
修

な
ど
充
実
し
た
一
年
間
で
、
成
長
の
跡

が
は
っ
き
り
と
見
え
ま
す
。

と
ち
ぎ
農
業
未
来
塾
の
塾
生
も
、
一

月
十
七
日
（
定
年
帰
農
コ
ー
ス
、
二
十

九
名
）
と
、
三
月
五
日
（
新
規
就
農
コ

ー
ス
、
五
十
七
名
）
に
閉
講
式
を
行
い

ま
し
た
。
本
校
で
培
っ
た
即
戦
力
を
活

か
し
た
農
業
経
営
を
発
展
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年

度
で
６
回
目
と
な
る
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
ス

ク
ー
ル
も
、
三
月
三
日
に
修
了
式
（
十

五
名
）
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
、
修
了

生
に
は
、
先
進
的
な
農
業
経
営
者
と
な

り
、
栃
木
県
の
農
業
を
リ
ー
ド
し
て
い

た
だ
け
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま

す
。さ

て
、
昨
年
五
月
に
県
農
政
部
経
営

技
術
課
が
ま
と
め
た
新
規
就
農
者
等
に

関
す
る
調
査
結
果
に
よ
れ
ば
、
栃
木
県

内
の
新
規
就
農
者
は
二
百
三
十
七
名
で

し
た
が
、
そ
の
う
ち
の
七
十
名
近
く
を
、

本
科
卒
業
生
と
未
来
塾
受
講
生
で
占
め

て
い
ま
す
。
今
ま
で
も
、
そ
し
て
こ
れ

か
ら
も
、
農
業
大
学
校
は
、
農
業
の
担

い
手
の
育
成
の
た
め
の
本
県
唯
一
の
農

業
者
研
修
教
育
機
関
と
し
て
の
重
要
性

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

平
成
二
十
三
年
度
に
、
時
流
に
対
応

す
る
た
め
、
六
次
産
業
化
、
地
域
農
産

物
の
高
付
加
価
値
化
等
の
教
育
強
化
を

標
榜
し
学
科
再
編
を
行
い
、
よ
う
や
く

軌
道
に
乗
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
現
在
で
は
、
さ
ら
に
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
対
応
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題

な
ど
農
業
分
野
に
山
積
す
る
課
題
に
立

ち
向
か
え
る
能
力
を
兼
ね
備
え
た
人
材

育
成
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「

至
誠
に
し
て
動
か
ざ
る
者
は
未
だ

こ
れ
あ
ら
ざ
る
な
り
」
（
松
下
村
塾
）

と
い
う
熱
い
思
い
も
、
「
な
ら
ぬ
こ
と

は
な
ら
ぬ
」
（
会
津
藩
校
日
新
館
）
と

い
う
強
い
信
念
も
、
両
方
と
も
農
業
大

学
校
の
先
生
に
は
必
要
で
す
が
、
「
過

ち
て
改
め
ざ
る
、
こ
れ
を
過
ち
と
い
う
」

（
論
語
）
こ
と
を
、
念
頭
に
置
い
て

偏
る
こ
と
な
く
学
生
指
導
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
栃
木
県
農
業
大
学
校
職

員
一
丸
と
な
り
ま
し
て
、
担
い
手
の
育

成
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平
成
二
十
六
年
度
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
農

業
大
学
校
等
業
績
発
表
会
が
、
群
馬
県

前
橋
市
で
一
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
三

日
に
開
催
さ
れ
、
本
校
か
ら
三
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
の
部
に
農
業
経

営
学
科
二
年
の
野
沢
俊
介
君
と
、
畜
産

経
営
学
科
二
年
の
中
田
千
晴
さ
ん
が
、

熱
心
に
取
組
ん
だ
試
験
研
究
の
成
果
を

発
表
し
、
意
見
発
表
の
部
で
園
芸
経
営

学
科
野
菜
専
攻
二
年
の
石
嶋
崇
志
君

が
、
生
産
者
と
消
費
者
で
つ
く
る
農
業

の
想
い
を
熱
く
発
表
し
ま
し
た
。

農
大
だ
よ
り

農
大
だ
よ
り
十
七
十
七
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平
成
二
十
六
年
度
の
卒

業
論
文
発
表
会
が
、
平
成

二
十
七
年
一
月
三
十
日
に

開
催
さ
れ
、
本
科
各
学
科

専
攻
代
表
者
六
名
が
研
究

結
果
の
発
表
を
行
い
ま
し

た
。発

表
者
は
、
極
度
に
緊

張
す
る
こ
と
も
な
く
堂
々

と
発
表
し
、
発
表
後
の
質

疑
応
答
も
活
発
に
行
わ
れ
、

的
確
に
回
答
し
て
い
ま
し

た
。発

表
後
に
佐
藤
副
校
長

先
生
か
ら
「
研
究
は
、
結

果
の
良
し
悪
し
に
一
喜
一

憂
す
る
の
で
は
な
く
、
な

ぜ
そ
の
よ
う
な
結
果
に
な

っ
た
の
か
、
方
法
や
条
件

な
ど
様
々
な
観
点
か
ら
の

考
察
が
非
常
に
重
要
」
と

講
評
を
頂
き
ま
し
た
。

発
表
者
及
び
発
表
課
題

は
、
以
下
の
と
お
り
で
す
。

①
農
業
経
営
学
科

髙
林

翔
平

『
ネ
ギ
の
慣
行
栽
培
と
板

挟
み
栽
培
で
の
生
育
・
収

量
・
品
質
の
違
い
』

②
農
業
経
営
学
科

野
沢

俊
介

『
水
稲
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
秋
起
こ
し
で

の
耕
起
土
塊
の
大
き
さ
、
栽
植
密
度
の

違
い
に
よ
る
生
育
・
収
量
・
品
質
に
及

ぼ
す
影
響
』

③
園
芸
経
営
学
科
野
菜
専
攻

髙
林

航
平

『
ト
マ
ト
栽
培
に
お
け
る
誘
引
方
法
の

違
い
が
生
育
・
収
量
・
品
質
に
及
ぼ
す

影
響
』

④
園
芸
経
営
学
科
野
菜
専
攻

田
島

ひ
か
り

『
い
ち
ご
「
と
ち
お
と
め
」
に
お
け
る

土
壌
水
分
の
違
い
が
生
育
・
収
量
・
品

質
に
及
ぼ
す
影
響
』

⑤
園
芸
経
営
学
科
花
き
専
攻

水
上

穣
里

『
ス
プ
レ
ー
ギ
ク
に
お
け
る
ト
レ
ハ
ロ

ー
ス
及
び
ク
エ
ン
酸
が
生
育
に
及
ぼ
す

影
響
』

⑥
園
芸
経
営
学
科
果
樹
専
攻

松
本

高
徳

『
ブ
ド
ウ
「
巨
峰
」
に
お
け
る
ジ
ベ
レ

リ
ン
処
理
法
が
作
業
の
省
力
効
果
と
果

実
品
質
に
及
ぼ
す
影
響
』

⑦
畜
産
経
営
学
科

中
田

千
晴

『
早
期
離
乳
が
子
牛
の
発
育
及
び
母
牛

の
発
情
回
帰
に
及
ぼ
す
影
響
』

卒
業
予
定
学
生
五
十
六
名
、
就
農
予

定
者
は
二
十
三
名
、
就
職
予
定
者
は
二

十
七
名
、
そ
の
他
が
六
名
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
就
職
内
定
者
の
内
訳
は
、

農
業
関
連
企
業
及
び
農
協
を
含
め
た
農

業
関
連
団
体
が
十
四
名
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
他
の
中
で
、
専
修
学
校
化
さ

れ
て
初
め
て
宇
都
宮
大
学
三
年
に
編
入

学
し
た
学
生
が
誕
生
し
ま
し
た
。

卒業論文発表会
（本科２年生）

二
十
六
年
度
卒
業
生
の
進
路
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実
践
教
育
の
一
環
と
し

て
、
実
際
の
現
場
で
学
ぶ
、

先
進
的
経
営
体
実
習
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

期
間
は
八
月
二
十
一
日

か
ら
九
月
三
十
日
に
お
け

る
二
十
七
日
間
を
基
本
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

実
習
は
、
各
地
域
の
農

業
振
興
事
務
所
に
受
入
先

の
選
定
を
依
頼
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
希
望
に
沿
っ
た
、

地
域
の
先
進
農
家
や
農
業

法
人
等
に
お
い
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

農
大
に
入
学
し
て
五
か

月
、
基
礎
的
な
実
習
を
経

た
一
年
生
が
参
加
し
ま
し

た
。先

進
的
な
経
営
体
に
お

け
る
栽
培
技
術
や
飼
養
管

理
技
術
の
習
得
に
加
え
、

農
業
経
営
者
と
し
て
必
要

な
経
営
理
念
や
農
業
に
対

す
る
思
い
等
、
多
く
を
学

び
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま

し
た
。

改
め
て
、
受
入
先
並
び

に
関
係
機
関
の
皆
様
に
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

○
農
業
経
営
学
科
（
作
物
）

【
上
三
川
町
耕
種
農
家
】

○
農
業
経
営
学
科
（
露
地
野
菜
）

【
鹿
沼
市
野
菜
農
家
】

○
園
芸
経
営
学
科
（
野
菜
専
攻
）

【
栃
木
市
ト
マ
ト
農
家
】

○
園
芸
経
営
学
科
（
花
き
専
攻
）

【
大
田
原
市
花
き
農
家
】

○
園
芸
経
営
学
科
（
果
樹
専
攻
）

【
下
野
市
梨
農
家
】

○
畜
産
経
営
学
科

【
宇
都
宮
市
酪
農
家
】

先 進 的 経 営 体 実 習 （ 本 科 １ 年 生 ）

－ 技 術 の 向 上 と 社 会 人 と し て の 自 覚 を め ざ し て －
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第
三
十
八
回
農
大
祭
が

十
一
月
二
十
二
日
～
二
十

三
日
、
農
大
キ
ャ
ン
パ
ス

で
、
秋
晴
れ
の
好
天
の
下

開
催
さ
れ
、
約
五
千
人
の

来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

農
大
祭
で
は
、
卒
業
論

文
、
先
進
的
経
営
体
派
遣

実
習
、
書
道
、
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
、
美
術

・
写
真
サ
ー
ク
ル
活
動
の

展
示
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

自
然
の
恵
み
で
あ
る
農

大
産
・
県
内
産
農
産
物
等

の
販
売
や
、
各
種
模
擬
店

も
出
店
し
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
は
、

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
、
寄

せ
植
え
体
験
、
子
牛
ふ
れ

あ
い
牧
場
な
ど
の
他
、
小

山
北
桜
高
校
よ
さ
こ
い
ソ

ー
ラ
ン
部
、
地
元
上
籠
谷

お
囃
子
会
、
未
来
塾
Ｏ
Ｂ

の
ハ
ワ
イ
ア
ン
の
演
奏
、

と
ち
ま
る
く
ん
と
の
ふ
れ

あ
い
が
農
大
祭
を
盛
り
上

げ
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
二
十
二
日
夜
は
、

中
夜
祭
と
称
し
、
学
生
グ

ル
ー
プ
の
催
し
物
を
楽
し

み
ま
し
た
。

小山北桜高よさこいソーラン演舞書道講座、美術・写真サークル展示

晴天のもと、賑わう農大祭！模擬店準備忙しい、頑張れ！

本
科
学
生
や
研
修
生
が
生
産
し
た
農

作
物
を
学
生
が
定
期
的
に
販
売
す
る
こ

と
で
、
地
域
の
方
に
農
大
を
理
解
し
て

も
ら
い
、
学
生
に
は
お
客
様
へ
の
対
応

等
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
勉
強
を
し
て
も

ら
お
う
と
、
「
農
大
直
売
所
」
を
開
設

し
て
い
ま
す
。

基
本
的
に
毎
週
水
曜
日
、
午
後
二
時

か
ら
教
育
研
修
棟
玄
関
で
開
設
し
、
新

鮮
で
美
味
し
い
野
菜
や
果
物
、
日
持
ち

の
良
い
草
花
は
好
評
で
し
た
。

ま
た
、
校
外
で
も
延
べ
十
一
回
、「
ラ

ラ
ス
ク
学
園
祭
」
等
各
種
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
農
大
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

第 ３ ８ 回 農 大 祭
縁 あ っ て の こ の 命 自 然 の 恵 に 感 謝 し て ～ あ り が と う ～

農
大
直
売
所

ー
消
費
者
と
の
ふ
れ
あ
い
ー
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七
月
十
一
日
に
自
治
会
役

員
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

次
期
会
長
に
は
三
名
、
次

期
副
会
長
に
は
四
名
の
立
候

補
が
あ
り
、
次
の
と
お
り
新

役
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

◎
会
長

渡
辺

修
平

(

園
芸
経
営
学
科
野
菜
専
攻)

○
副
会
長

上
田

真
哉

(

園
芸
経
営
学
科
野
菜
専
攻)

○
副
会
長

坂
本

一
司

(

農
業
経
営
学
科)

秋
季
校
内
ス
ポ
ー
ツ
大
会

と
収
穫
祭
が
十
月
三
十
一
日
、

晴
天
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し

た
。前

回
は
農
業
経
営
学
科
と

畜
産
経
営
学
科
の
混
成
グ
ル

ー
プ
と
園
芸
経
営
学
科
グ
ル

ー
プ
の
団
体
戦
で
し
た
が
、

今
回
は
学
科
毎
に
分
か
れ
農

業
経
営
二
チ
ー
ム
、
園
芸
経

営
学
科
三
チ
ー
ム
、
畜
産
経

営
学
科
一
チ
ー
ム
、
計
六
チ
ー
ム
で
競

り
合
う
戦
い
と
な
り
ま
し
た
。
各
種
目

ご
と
の
成
績
で
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

は
園
芸
Ｃ
チ
ー
ム
、
卓
球
、
ド
ッ
ジ
ボ

ー
ル
は
農
経
Ａ
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
園

芸
Ａ
、
綱
引
き
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

リ
レ
ー
を
畜
産
チ
ー
ム
が
そ
れ
ぞ
れ
一

位
を
獲
得
し
、
総
合
優
勝
は
農
経
Ａ
チ

ー
ム
で
し
た
。
畜
産
チ
ー
ム
は
十
四
名

と
人
数
が
少
な
い
な
が
ら
も
奮
闘
し
準

優
勝
、
三
位
は
園
芸
Ｃ
チ
ー
ム
で
し
た
。

昼
食
に
は
収
穫
祭
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
本
校
農
場
で
収
穫
さ
れ
た
食
材
を

ふ
ん
だ
ん
に
使
い
学
生
自
ら
作
っ
た
豚

汁
や
弁
当
が
用
意
さ
れ
、
収
穫
の
喜
び

を
か
み
し
め
ま
し
た
。

本
校
は
、
平
成
二
十
六
年

十
一
月
十
三
日
、
食
の
専
門

家
の
育
成
を
目
指
す
「
学
校

法
人
三
友
学
園
」
と
連
携
協

定
を
締
結
い
た
し
ま
し
た
。

協
定
締
結
の
目
的
は
、
相

互
に
教
育
・
研
修
の
連
携
強

化
や
学
生
の
交
流
を
促
進
す

る
こ
と
で
、
学
生
等
の
資
質

向
上
を
図
る
こ
と
で
あ
り
ま

す
。本

協
定
の
締
結
に
よ
り
、

農
大
に
よ
る
講
義
や
農
業
体

験
、
三
友
学
園
に
よ
る
講
義

や
実
習
等
に
つ
い
て
相
互
に

受
入
を
行
う
ほ
か
、
学
校
祭

・
学
園
祭
へ
相
互
に
参
加
す

る
な
ど
、
学
生
の
交
流
を
行

い
ま
す
。

一
月
二
十
八
日
、
農
大
、
全
農
と
ち

ぎ
及
び
農
機
メ
ー
カ
ー
（
ク
ボ
タ
ア
グ

リ
サ
ー
ビ
ス
、
ヤ
ン
マ
ー
ア
グ
リ
ジ
ャ

パ
ン
、
ヰ
セ
キ
関
東
、
三
菱
農
機
販
売
）

間
で
「
農
業
機
械
教
育
・
研
修
の
連
携

に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

最
先
端
高
性
能
農
業
機
械
の
操
作
実

習
を
行
う
な
ど
、
実
践
教
育
の
強
化
に

よ
り
、
今
後
さ
ら
に
高
い
即
戦
力
を
有

す
る
人
材
を
育
成
し
て
参
り
ま
す
。

平
成
二
十
七
年
二
月
十
二
日
～
十
三

日
の
二
日
間
、
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記

念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
で
全
国
農
大

等
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
会
・
意
見
発
表

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
発
表
会
で
は
、

各
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
選
ば
れ
た
十
五
名
が

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
養
成
課
程
）
発
表
を
、

十
名
が
意
見
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

夕
食
時
に
は
交
換
会
が
催
さ
れ
、
本

県
か
ら
は
三
名
が
参
加
し
、
全
国
の
こ

れ
か
ら
の
農
業
を
担
う
学
生
等
と
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

秋
季
校
内
ス
ポ
ー
ツ
大
会

収
穫
祭

&

キ ャ ン パ ス ラ イ フ
（平成２５年７月～平成２６年２月）

全
国
農
大
等
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
発
表
会

学
生
自
治
会
役
員
選
挙

行
わ
れ
る

キ ャ ン パ ス ラ イ フ
（平成２６年７月～平成２７年２月）

農
機
メ
ー
カ
ー
と
の
連
携
協

定
を
締
結

学 校 法 人 三 友 学 園 と 連 携 協 定 を 締 結 し ま し た
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四
月
に
開
講
し
た
「
と

ち
ぎ
農
業
未
来
塾
」
は
九

十
三
名
で
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
各
種
作
物
の
栽
培

の
基
礎
や
そ
れ
ぞ
れ
の
専

門
の
品
目
に
つ
い
て
の
栽

培
技
術
等
を
学
び
ま
し

た
。
農
大
祭
で
は
、
ね
ぎ

や
は
く
さ
い
、
い
ち
ご
な

ど
研
修
生
が
栽
培
し
た
野

菜
類
を
販
売
し
、
来
場
者

か
ら
好
評
を
得
ま
し
た
。

研 修 部 門 の 紹 介

ま
た
、
先
日
は
平
成
二
十
七
年
度
研

修
生
の
募
集
が
締
め
切
ら
れ
、
百
二
十

一
名
の
方
か
ら
申
し
込
み
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

十
一
月
か
ら
開
講
し
た
「
食
と
農
の

起
業
家
養
成
研
修
」
は
、
四
回
の
講
座

合
計
で
百
三
十
三
名
（
延
べ
）
で
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。

農
村
起
業
活
動
に
係
る
知
識
・
心
構

え
、
米
粉
を
活
用
し
た
食
品
加
工
の
基

礎
技
術
や
商
品
設
計
、
食
品
衛
生
関
係

の
法
規
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

七
月
か
ら
開
講
し
た
「
と
ち
ぎ
農
業

ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
」
は
、
県
内
各
地

か
ら
選
ば
れ
た
二
十
三
名
の
研
修
生
で

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

経
営
戦
略
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
雇

用
管
理
と
人
材
育
成
、
財
務
管
理
な
ど

を
学
ん
だ
ほ
か
、
農
業
経
営
者
と
し
て

の
人
間
力
、
発
想
力
な
ど
に
つ
い
て
演

習
を
交
え
て
学
び
ま
し
た
。
研
修
の
ま

と
め
と
し
て
、
各
自
の
「
経
営
改
革
プ

ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
今
後
は
こ

の
プ
ラ
ン
を
実
現
し
つ
つ
、
各
地
域
の

経
営
モ
デ
ル
と
な
り
、
本
県
農
業
の
け

ん
引
役
と
な
る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま

す
。

○
農
業
機
械
士
養
成
研
修
（
前
期
）

①
九
月
二
十
九
日
～
十
月
十
五
日

②
十
月
三
十
日
～
十
一
月
十
九
日

③
二
月
二
日
～
二
月
十
八
日

○
農
業
機
械
士
養
成
研
修
（
後
期
）

①
十
一
月
二
十
五
～
十
二
月
三
日

②
十
二
月
九
日
～
十
二
月
十
七
日

③
一
月
十
三
日
～
一
月
二
十
一
日

詳
細
は
農
業
機
械
研
修
計
画
ま
た
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

☆
ヤ
ン
マ
ー
ア
グ
リ
ジ
ャ
パ
ン
（
株
）

関
東
甲
信
越
カ
ン
パ
ニ
ー
の
御
厚
意
に

よ
り
、
運
転
練
習
用
に
、
最
新
の
ト
ラ

ク
タ
ー
が
入
り
ま
し
た
。

就
農
準
備
校

「
と
ち
ぎ
農
業

未
来
塾
」

平
成
二
十
七
年
度
農
業
機

械
研
修
計
画
に
つ
い
て

と
ち
ぎ
農
業
ビ
ジ
ネ
ス

ス
ク
ー
ル

食
と
農
の
起
業
家
養
成

研
修


